
かわまたせん

ので，その大きさに対応して機械の各部を訓獲することができ

る。倣装i泣は油圧式のもので型板の形状にしたがし、パイト"ß.先

が移動してl百jー形状をつくりだすものである。(山本線J

かわまたせん 川俣線 東北本線松川駅から岩代川俣駅に至る

12.2 km の線。東北線に民し線路等級は簡易線である。大正

1 5 ・ 3 松 JI I と常磐線iJl!江を結ぶ鉄道の一部として松川 ・ 岩代川

{央間が開通して川{央線と 呼称， Il日手n 18 ・ 9 営業をーn，ý休止した

が， 11百和 21 ・ 7 全線営業を復活した。(森悦i涛)

かわもとせん 川本線 島根県安波郡大国 IIIJ と広島県山県郡大

jWI Il~ 方問主主を結ぶ国鉄自 [O)Ijï路線て‘あっ て所管する臣I !ft}Jll"営業

所は島根県邑智郡川本町にある。

1 区間・キロ 程および沿革

川本本線石見大国 ・ 大朝 72 km II゚ 22 ・ 5 ・ 24 開業

皆井出・石見井原 2 Il゚  30 ・ 8 ・ 1

Z吉見川本 ・ 粕淵 16 II゚ 29 ・ 7 ・ 23

上田所 ・ 石見市木 12 II゚ 28 ・ 9 ・ 15

中三坂峠・ 安芸新庄 5 日目 22 ・ 5 ・ 24

君谷線干高原口 ・ 石見多国 18 II゚ 26 ・ 6 ・ 11

温泉津線久)坐仁 ・ 1足泉 ill! 30 II゚ 29 ・ 10 ・ 21

大波 ・ 石兇三原 3 II゚ 32 ・ 6 ・ 30

高)京総石見谷 ・ 問所 26 II゚ 22 ・ 5 ・ 24

出手j ・ 石見久喜 6 II゚  28 ・ 9 ・ 1 5

三原 線図原 ・川戸 19 II゚  28 ・ 11 ・ 1 5

石見三原 ・
5 II゚ 29 ・ 10 ・ 2 1

w淵診療所前

石見三原 ・ 骨量泉津 17 

都賀線八色石 ・ 赤名 28 H百 26 ・ 5 ・ 11

字 i銅山一線 都賀大橋 ・ 今西 9 II゚ 32 ・ 6 ・ 20

阿須1郎総 石見高原 ・ 下口羽 19 II゚ 22 ・ 5 ・ 24

矢上線石見中野 ・ 川戸 27 

日和1 j線矢上・ 日貨 18 II゚ 32 ・ 6 ・ 20

日立 線目安t . 和国本郷 7 II゚ 30 ・ 6 ・ 20

部川 口 ・ 岩佐 3 

有稲線市111 . 波子 24 II゚ 28 ・ 9 ・ 1 5

2主庭 ・ 有縞温泉 1 

上記の うち都賀 ・ 赤名聞はH百 27 ・ 3 ・ 16 ， 阿須那 ・ 下口羽聞は

II゚ 24 ・ 1 ・ 30 営業開始。

2 営業範閤
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石比大凶 ・ 大 iii1J間，石見中山 ・ 矢上問，中三坂曲者・安芸新庄

間，石丸谷 ・問所r~n ，石見高原 ・ 阿須那fHl，矢上・ 川戸間およ

び阿須IJj\ . T 仁l 羽聞は旅客 ・ 手小荷物 ・ 貨物の取扱をし， その

他の区間においては旅客にかぎって取扱をしている。なお団体

貸切は沿線に発策する旅客にかぎり取扱ってい る。

3 使命

!ぷ浜線を通 じて中園地方を特定断する陰陽短絡路線であり，ま

た沿線地)j の~Ii業 ・ 文化の発展助長を使命としている。

4 特長

三江総川木駅を中心として炭山村を結ぶ奥地開発路線であり，

その延長 350 km にお よ ぶロ石見川本駅酋方 10km の地点に断

t(\渓がある。

この地方は温泉にy~ まれ存福 ・ 温泉津 ・ ;魚切の各括主泉は若名

である。川本町 を中心とする長山村の経済交流は広島依存であ

るため， 石見大問 ・ 石見川本 ・大朝 ・ 広島問 l 往復および石見

川本 ・ 大 ïvl ・広島|詰1 2 往復の直通使を運転 している 。(可野虎男)

かんあっじゅう lまじ 缶圧自由保持 機関車が列車運転にあ

たって余裕ある仕事をする場合， 主I!転に支障をおよぼさない純

闘で発事の際における缶庄の出下り，または運転途中において

街庄の降下があ っ ても ， 急激なる投炭燃焼によって圧力の回復

をはからず，燃焼の自由にまかせて焚火(ふんか)し圧力を保

持することをいう。これは一般に高圧蒸気は低J王蒸気に比較し

て，その熱効率がil苦いから俄関車が性能ーぱいの仕事をする場

合は， できうるかぎり高圧蒸気を使用することが経済的である。

しかしながら圧力の高いことは一間蒸気漏れが多く，蒸気の使

用効率が低下するので ， 後|刻車が余裕ある仕事をする場合には，

缶圧を適当に低く保持することも蒸気の有効使用の l つの方法

である。(野村正義)

かんいえき 簡易駅 駅員i!~闘世駅の俗称。なお一般にはある

一定の期間にかき.り開設する仮駅や仮乗降r~L または旅客 ・ 手

小荷物をl阿波う獄で比較的取扱数量や，規模の小さい旅客駅を

含めて簡易駅 と いう場合もあ る。 (森悌寿)

かんいし々しょうベん 簡易車掌弁 列車の最後部には必ず

緩急車を連絡するよう規定されている。しかし編成する事極に

よっては車掌弁のついてない客車を， やむをえない事由で最後

部に連結ーする場合がある。この場合には簡単に取付けのできる

ように作られである車掌弁を使用する。これを簡易車掌弁と呼

んでいるが正式には着脱式Ifï掌弁ーという。

この111等弁は主として特殊の臨時列車に使用され， 一般列車

には{吏刑 していない。 (斎藤雅男)

かんかいかんちょう 管海官庁 商法その他の法令にいわゆ

る管海'F-l庁は海事に隙lする行政官庁の こと であって，各地にあ

って現実に海事行政の衝にあたるものをいシ。したが っ て管海

官庁は下級官庁であっ て，また地方官庁でもある。現行の官制

においてはっきfのものである。

l 海運局長 北海 ・ 東北 ・ 新潟 ・ 関東 ・ 東海 ・近畿・神戸 ・

中国 ・ 四国 ・九州

2 海道I!局支局長 室蘭 ・ 函館 ・ 青森 ・ 東京 ・ 横須賀 ・ 清水 ・

伏木 ・ 鉾約 ・ 敦賀 ・ l週日市 ・ 玉野 ・ 松山 ・ 尾道 ・ 呉 ・ 下関 ・ 若

松 ・ 長崎 ・ 佐世保 ・ 鹿児鳥

3 海運局出'*所長 ・ 海N!局支局出狼所長(所要の地に置か

れている)。

4 領事および貿易事務官

5 市町村長(昭和 22 ・ 9 運輸省告示第 227 号で指定する も

の)， (今稲光国)

かんきゅうし々 緩急車 (英) brake-van 列車乗務員の乗
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